
ＫitaＱＤＸミライバトンラボ（ＤＸ人材エコシステム創出）事業 

企画運営業務委託に係る公募型プロポーザル方式 評価方法 

 

評価項目 評価基準 配点 

1．総論 （１）業務実績 

・地方公共団体等において、類似業務の実績が十分であるか。 
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（２）本業務に対する基本姿勢 

・本業務の趣旨・目的が理解されているか。 

  
10 

２．内容・企画 （３）研修内容・研修コンテンツ・効果測定等 

・研修対象に対して求められているデジタルスキル等の理解を有したうえ 

で、受講者が共感し成長できる研修内容が提案されているか。 

 ・研修参加者が将来的にエコシステムを形成するきっかけとなるような研修 

形態や工夫が提案されているか。 

 ・第１期生の参画など、前年度の取組を踏まえたＤＸ人材育成エコシステム創出 

につながる提案がされているか。 

 ・参加者の事業に対する理解度や取組意欲などを図る方法が提案されているか。 

25 

（４）開催案内・広報等 

 ・本業務を幅広く、効率的・効果的に学校や企業等に周知する方法が提案 

  されているか。 

 ・多くの中高生・大学生などの参加が見込めるような具体的な集客方法が提案 

  されているか。 
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（５）事務局運営 

・研修の企画から実施までの一連の業務を円滑に実施するための体制や具体的 

 な方法が提案されているか。 

・事業の実施にあたり、関係者との連携の重要度を十分に理解し、それらを 

踏まえた運営方法について提案されているか。 

 ・研修期間中の万が一の事故や研修参加者・講師等関係者に起因するセキュ 

リティインシデントの発生を考慮した対策が提案されているか。 
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３．業務体制 （６）実施体制 

・本業務に必要な各業務を確実に実施するとともに、運営するにあたって、 

具体的な支援・運営体制が記載されており、本市の負担軽減につながるか。 
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（７）スケジュール 

 ・業務の進め方や手法、スケジュールが適切に設定されているか。 

 ・効率的に業務を進めることができる現実的な計画となっているか。 
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４．見積金額 （８）見積金額 

 ・仕様書で求める業務に対する業務内容に見合った妥当な金額となっている 

か。 
5 

 


